
















Study on development of alternative technology for shelterbelt by wind turbine
Toshikazu NOZAWA
Abstract
    The strong winds such as typhoons occur by global warming. We are developing a system for 
controlling those strong winds at a windmill device. The windmill device has a horizontal axis 
and straight blades. Firstly, the resultant aerodynamic forces for the different airfoils are 
measured using a section model installed on a force balance. Secondly, the rotational 
characteristics of windmill are investigated in smooth flows. Finally, the wind speed distribution 






















































































　減風・発電デバイスは，翼長さ 90cm を持つ直線翼２枚で構成され，風車直径は 60cm
である。下段風車の下側には，風速の増加と発電性能向上を目的とし，太陽光パネルを約
30 度の角度で設置した。実証試験装置には，危険防止の為にその周囲にメッシュフェン
スを取り付けた。尚，風車，太陽光により発生した電力は，実証試験実施位置傍に存在す
る震災の犠牲者を追悼する為に建立された慰霊塔における照明器具の電力源として利用さ
れることとなる。図－８に実証試験装置概要をイメージとして示す。
　実証試験における発電性能等各種データの計測システムについては，その概要を図－９
に示す。
風エネルギー吸収型減風・発電デバイスを用いた防風林代替システムの開発（野澤） 127
図－８　実証試験装置概要
図－９　計測システム概要
５．今後について
　本報告では，研究開発を行っている風エネルギー吸収型減風・発電デバイスを用いた制
風システムを防風林の代替システムとしての実用化について検討する為の実証試験の概要
について述べた。実証試験装置自体は，2013 年９月初旬に設置を完了し，現在，2014 年
３月の本格稼働に向けて準備調整を行っている。実証試験の詳細については，次報で紹介
する。
